
2024．3月号子どもたちに豊かな放課後を！

指導員組合

保育運動連
全国連協

大津市連協

しが県連協

各児童クラブ

✉otsu.gakudoren@gmail.com
☞http://gakudo-shiga-otsu.jimdofree.com

施設の拡大及び改修について
2023年5月時点において市連協に加盟している18クラブの合計だけでも1,827世帯2,200名以上の
児童が学童保育を利用しており、大津市在住の小学生にとって、非常に重要な生活の場の一つと
なっている。

クラブでは入所制限を行う自治体もあるが、大津市では待機
児童を出さないよう、学校施設等を借用するほか、学区内に
民間児童クラブを開設して専用面積を確保するよう努めている。
・令和２～４年で１１施設、本年４月には新たに５施設が開所して
おり、現在は３２カ所の民間児童クラブの運営に対する補助を
行っている。
・大津市全体では1000人ほどが民間クラブを利用しており、
狭隘化解消の一助となっている認識である。
・今後も民間クラブの参入を促進するとともに、小学校の余裕
教室等で活用が可能な公共施設については、関係者と協議を
図り、活用に向け取り組んでいく。

１－２

回答

要望１

１－１ 大津市の5～6年先の将来展望
共働き世帯の増加、市内での大規模マンション建設に伴い、
今後児童数の増加が予想されるが、将来展望を伺いたい

・トイレについては毎年度増設を進めており、令和４年度は
仰木の里東・膳所・瀬田北の３クラブで増設を実施した。
・また２１クラブで和式から洋式への改修を行った。
・今後も年次的に増設及び改修に取り組んでいく。

１－３

回答

児童クラブの狭隘化への対応について
児童数増加に対し、施設面積が増えていない
一部の児童クラブでは狭隘な状態となっており、
健全とは言い難い
恒久対策としては新設・増改築、応急対策としては
小学校の教室等の活用について検討いただきたい

トイレの増設・改修について
増設・和式から洋式への改修により、少しでも
多くの児童が安心してトイレを使用できる環境を
早期に整えていただきたい

・児童クラブは児童１人あたりの専用面積がおおむね
1.65㎡と厚労省令で定められており、これに満たない



お問い合わせ・ご意見などありましたら
所属クラブ・お名前を記入の上、
下記アドレスまでお知らせ下さい
📩 otsu.gakudoren@gmail.com

大津市学童保育連絡協議会

回答

回答

設備不良や不安全状態の改修・改善について
支援員から申告された不備に対して可及的速やかな改善を求める
特に駐車場の安全対策、冬季の底冷え対策への対応も願いたい

要望３

公設公営の維持について
指定管理者制度導入や民間の参入を進める自治体が増え、
公的責任による児童クラブの運営や子どもたちが健やかに
育つ保育の質の保証が懸念される
◆待機児童ゼロを維持しつつ、公営公設による児童クラブの
運営を継続していただきたい

要望５

大津市が培ってきた公設公営による運営を大切に
継承することに加え、より良い市立児童クラブを目
指し、組織としての資質向上、施設の適切な維持管
理に努めていく。

また、引き続き民間の参入促進を行い、公民合わ
せたより良い運営を目指していく。

エアコンの不具合等、児童の健康に影響を及ぼすような設
備不良に対しては最優先事項として取り組んでいる。

改修・改善に時間を要する場合には、近隣の公共施設を臨
時で借用する等して対応している。

支援員の増員について
児童数に対して支援員の数が少なく、災害発生時や不審者
発生時等の緊急時に十分な対応ができるか懸念がある

子どもたちが安全、安心して過ごせるよう支援員を確
保することは重要であると認識しており、令和４年２月
から児童クラブに勤務する支援員全員の時給を引き上
げている。

また、各クラブの代表支援員については、令和４年４月
より、パートタイムからフルタイムの会計年度任用職員
へ処遇を改善して任用している。

要望２

回答

欠席連絡オンライン化について
開所時間は保護者側が就労時間帯であることが多く欠席連絡ができ
ない場合がある

インターネット利用を望む声があり、オンライン化を検討いただきたい

要望４

各クラブにおいては保育の提供を最優先と捉えており、支援
員の配属状況においてはICT機器に専念できる支援員を確保

できておらず、最も遺漏のない連絡手段が電話連絡と捉えて
いるのが実情である。
少しずつではあるがICT端末機に関する研修を行っている段階
であり、資質向上を見据えつつオンライン化を検討していく。

回答

回答

現場で現状を確認することについて
各種要望に対して、どの程度の期間を以て対応
できるか、また現状を知るために市の職員に現場へ
来訪して確認されることを求める

要望６

いただいた要望に対する考え方については上記
のとおりであるが、市担当者が施設へ頻繁に来
訪するとともに、代表支援員と密に連携をとるこ
とで、様々な運営状況、設備不良等の把握に努
めていく。


